
下高井農林高校の魅力づくり（元気づくり） 

長野県下高井農林高等学校 
 
【コース制見直しの基本的考え方】 

■ 地域の農業高校として、産業としての農林業に従事する人材養成のみでなく、食品・環境分野

等の生活環境を考えられる農村地域後継者育成を目指す。 

■ ２学年以降の学科とコースについて、それぞれの専門性を明確化するため、現行の教育内容を

精査し、以下のような農業教育の体系づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【その他教育課程に関わる見直し】 

○ 従来のように、コース間専門科目の選択をできることを特徴とするのでなく、第１区の専門高

校として、コース内の学習集団の学習目的を明確にし、各コースの専門性を高める。 

○ 各コースにおいて、農業教育の専門的観点から、観光的な分野（グリーンライフ）や福祉的な

分野（セラピー）を取り入れられる研究を継続する。 

○ 多様化する生徒の進路希望については、個々の生徒の状況に応じて普通科目と専門科目の両方

から科目選択が可能となるように対応する。 
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生物生産コース 食物科学コース

環境緑化コース 環境生物コース

  生活環境への応用生活生活生活生活生活産業としての農林業

野菜栽培
動物飼育

バイテク等先端技術

食品製造・加工
栽培から調理・加工、販売

森林・公園の緑化
測量や作業機械の実習

草花・造園等
生活応用技術基礎、園芸セラピー

森林・造園・緑化

食料生産・加工 人に優しい食作り

人に優しい環境作り

【生物生産コース】 
従来、１年の基礎的学習やクラブ
活動にて学習していた動物飼育を
本コースに位置づける。 

【食物科学コース】 
教育内容として、調理・加工のみで
なく、栽培から販売までの流れを本
コースに位置づける。 

 
【環境緑化コース】 
菌茸分野は、原木栽培を通して学
べるように、本コースに位置づけ
る。 

 
【環境生物コース】 
従来の生物生産コースの教育内容
であった草花分野を、フラワーデ
ザインやガーデニング等も含め本
コースに位置づける。 


